
明日へ向かう社会福祉のつどい 

― 東日本大震災に関する社会福祉功労表彰式 ― 

開 催 要 項 

 

 

１．開催趣旨 

 東日本大震災から３年。福島県は、津波被害に加えて東京電力第一原子力発電所の事故

により、大きな被害を受け、今なおその傷は癒えません。 

しかし、震災直後の混乱にもかかわらず、多くの市町村では社会福祉協議会が避難所の

運営に携わり、また、いち早く災害ボランティアセンターを設置し、被災者支援のため県

内外から参集したボランティアのコーディネートに奔走しました。現在も生活復興のため

生活支援相談員を配置しながら避難者等への継続した生活支援を行っています。 

高齢者、障がい者、児童などの福祉施設では、職員自身が被災し施設自体が避難を強い

られるなどの困難な状況のなかで、利用者の命を懸命に守り続けてきました。また、避難

地域の施設利用者を受け入れた施設もありました。 

さらに、ボランティアによる支援活動も継続して行われており、被災者等に明日への希

望と勇気を与え続けています。 

過去に経験のない未曾有の災害。想像を超えた事態のなかにあっても、社会福祉関係者

の懸命な努力は、被災者や利用者の生活や生命を支え続けています。 

 震災から３年目、これまでの社会福祉関係者等の努力を称えるとともに、ボランティア

による被災者支援活動、福祉施設利用者の避難受入への尽力等に謝意を表し、明日へ向か

う本県社会福祉活動の歩みをさらに進める決意とします。 

 

２．期 日 

 平成２６年３月５日（水） １２：４５ ～ １５：００ 

 

３．会 場 

 「ビッグパレットふくしま」 コンベンションホール 

〒963-0115 郡山市南二丁目 52 番地 TEL 024-947-8010 

 

４．主 催 

 社会福祉法人福島県社会福祉協議会 

 

５．後 援 

 福島県 福島民報社 福島民友新聞社 ＮＨＫ福島放送局 

 福島テレビ 福島中央テレビ 福島放送 テレビユー福島  

 

 

 



６．日程・内容 

 

 12：15  受付開始 

 12：45  開会 

 

 12：50  【 講 演 】 

       「震災から学んだこと」 

        講 師   赤坂 憲雄 氏（学習院大学教授・福島県立博物館館長） 

        プロフィール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 13：55  休憩 

 

 14：10  【 功労表彰式 】 

        未曾有の災害から３年、これまで被災者支援に取り組んできた社会福祉

協議会の功績や困難な状況下で利用者の生命を守り続けた社会福祉施設等

の懸命な努力を称えるとともに、ボランティアによる被災者支援活動、福

祉施設利用者の避難受入への尽力等に謝意を表します。 

 

       開式のことば 

        黙    祷 

        式    辞   

        あ い さ つ   

        表    彰   

        決    意   

  

15：00  閉会 

 

７．参加対象者 

 市町村社会福祉協議会役職員、社会福祉施設役職員、民生委員・児童委員、社会福祉・

保健・医療関係者 県・市町村職員 他 

 

８．参加費 

 無 料 

東京都出身。学習院大学教授。福島県立博物館館長。専門は東北文化論と日本思

想史。「東北学」を掲げて、地域学の可能性を問いかけてきたが、東日本大震災

を経て、被災地から東北学の第二ステージを探りはじめている。主な著書に、『異

人論序説』（ちくま学芸文庫）、『山の精神史』（小学館ライブラリー）、『東西／南

北考』（岩波新書）、『東北学／忘れられた東北』（講談社学術文庫）『内なる他者

のフォークロア』『岡本太郎の見た日本』（岩波書店）『３・１１から考える こ

の国のかたち』（新潮選書）ほか多数。 

 



 

９．定員・申し込み 

 ３００名 

 ※１ 別紙参加申込書に必要事項を記入の上、ＦＡＸで下記申し込み先へ送信。 

 ※２ 平成２６年２月１４日（金）締め切り。  

 ※３ 参加申込書は、参加者を集約するために提出いただくもので、目的外使用はしま

せん。 

 

10．問い合わせ・申し込み先 

 〒960-8141 福島市渡利字七社宮１１１  

 社会福祉法人福島県社会福祉協議会 総務企画課  

 TEL：024-523-1251 FAX：024-523-4477 

 

11.その他 

 記録用に主催者が写真撮影をします。撮影した写真は、主催者が発行する情報誌等に使

用する場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

 

会場案内図 

 



 

ＦＡＸ ０２４－５２３－４４７７  ※２月１４日（金）申込み締め切り 

 

明日へ向かう社会福祉のつどい 参加申込書 

○参加者について 

№ 役職名 氏 名 
利用交通機関 

（該当するものに○） 
備考 

１   
自家用車 ・ 公共交通機関 

所属機関の車両 ・ その他 
 

２     

３     

４     

５     

６     

７     

８     

９     

10     

※車いす利用者や聴覚障がい者、視覚障がい者などで情報支援が必要な場合は備考欄に 

ご記入ください。 

 

○所属機関の車両により来場する場合の台数 

マイクロバス       台 一般車両       台 

 

 

所属機関名：                    

 

担当者名 ：                    

 

TEL            FAX            


